
お客様導入事例

社会福祉法人 上名福祉会 つるみね保育園様
■機器構成：RICOH IPSiO PJ WX4130N × 1台
Profile
■業 種          ： 教育業
　主な業務内容：鹿児島県鹿屋市で保育園を運営。「のびのび・ほのぼの・元気

いっぱい・笑顔いっぱい・つるみねっ子」のキャッチフレーズの
もと、独自の未来創造カリキュラムを実践されています。

タブレットPCとプロジェクターを使って、

「9割のアナログ保育と1割のデジタル保育*」を掲げたハイブリッド保育を実践。

創意あふれる新しい幼児教育がはじまっています。

デジタル保育に取組む前の保育 デジタル保育を活用した保育

!
過疎地域の保育施設に
おいては、園児が集まらず
提供できる教育の質に
課題があった。

都会にはない自然環境下の
アナログ保育と、デジタル保育の
組合せで、子どもたちが興味・
関心を持続できる幼児教育を提供。

!
通常のアナログ的な保育
だけでは、子どもたちの興味、
関心を高めることに
限界を感じていた。

発表会で超短焦点プロジェクターを
活用することにより、職員の準備に
かかる手間や時間を大幅に
削減することができた。

アアアナナナナロロロログググググ保保保育育とデジジタタル保育育をを
バババラランンンンンンンンススススよよよくくくくく組組組組みみみ合合合わせせててて、
子子どもの興興興興興味味味味味味・関関関心心心心ををを高高める教育を実践ししししし、
魅魅魅魅魅力力力力的的的的なな保保育育育園園園園園ににになななりりりまままましししたたたた。。

つるみね保育園様は、鹿児島県鹿屋市の過疎地域
にある保育園です。このような地域では子どもの数
も少なく、保育施設に通う子どもを増やすことは容易
ではありません。園長の杉本様は3年前からタブ
レットPCを園児の保育に使いはじめ、デジタル機
器の活用によって教育の質をもっと高められるの
ではと可能性を模索されていました。都会にはない
自然環境の中で学べるメリットを活かしつつ、プロ
ジェクター導入によるデジタル保育を推進すること
で、アナログ保育とのバランスが取れたカリキュラム
を実践。その結果、子どもにも、保護者にも、魅力的な
つるみね保育園に変わることができました。

＊「デジタル保育」は、つるみね保育園様の登録商標です。



記載内容は、2016年6月現在のものです。

お問い合わせ・ご用命は

おおおお遊遊遊遊戯戯戯戯かかかからら発発発発表表会会会ままでで、、フフルル活用。
プププププププロロロロロロロジジジジジェェェェェェェクククククタタタタタターーーをををを使使使使うううととと、、、
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「1割のデジタルという言葉には、2つの意味があります。ひとつ
は、デジタル機器の操作が得意な職員と、そうでない職員がいま
すので、苦手な人でも1割程度はチャレンジしよう！というモチ
ベーションを高めたかったことです。もうひとつは、デジタル機器
に強い人も5割のデジタル保育を行ったら幼児教育とは言えない
ですから、1割程度に抑えましょうという意味です。プロジェク
ターを活用するシーンとしては、例えばお遊戯があります。従来は
紙で表現していたコンテンツを、プロジェクターを使って映し出す
と、子どもたちから大きな歓声が上がります。大画面のコンテンツ
は、圧倒的に与える印象が違うのです。また、発表会で使う背景

文部科学大臣賞＊をはじめ、3年間で9つの受賞。
過疎地の保育の可能性が評価されました。

http://ricoh.co.jp/case/1606_tsurumine/
つるみね保育園様のソリューション事例を、さらに詳しく、Webで。

縦型設置のプロジェクターデザインを見て、これだ！と直感。1

お遊戯や劇の背景など、多彩なシーンで活用できる持ち運びの良さ&簡単設置。2

保育園で使用するのに十分な明るさ。3

白い壁に映すことができ、スクリーン不要で導入コストもセーブ。4

壁の近くに設置でき、いちばん見やすいセンターの場所は園児のために確保できる。5

!
リコーの

プロジェクター

5大活用
ポイント

リコーのプロジェクター ricoh.co.jp/projector/リ

社会福祉法人上名福祉会
つるみね保育園

園長　杉本 正和 様

の絵も、プロジェクターで投影しています。この場合の最大の
メリットは、職員が発表会で使う背景の絵を描かなくても良いこ
とです。タブレットやデジカメで撮った写真を壁に投影したり、
アナログの素材が必要な時は紙に描いてデジカメで撮影すれば
簡単です。以前は制作に最大1ヵ月もかかっていましたが、今は
発表会の準備にかかる日数は大幅に削減されました。大画面の
臨場感に子どもたちも大喜びですし、職員も大歓迎。今ではプロ
ジェクターがなければ、発表会が成り立たないくらいフル活用
しています。こうした取り組みが外部からも評価され、数々の賞も
いただきました。私たちのケースが、全国の過疎地の保育施設に
とってひとつの光になればと思いますし、これからカリキュラムを
全国に広める活動もしていきたいと考えています。」

 ※記載の会社名および製品名は、それぞれ各社の商号、商標または登録商標です。

＊平成26年度 第30回学習ソフトウェア情報研究センター 学習デジタル教材コンクールにて


